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	　　　　　　　　　　　　　　　　 　　２００５年　韓国の感染症
今年７月２１日に韓国の疾病対策本部が２００５年の感染症発生概要を発表しました。そして９月末に英語の統計表に書き加えられましたので、発生概要の日本語版記事と、発生数について日本と対比してお知らせします。
マラリアなどで患者数が増加、昨年の伝染病現況（７月２１日聯合ニュース日本語版、一部略）
昨年はブルセラ症やマラリア、ツツガムシ病など海外から流入してきた伝染病が増加し、保健当局が予防対策の策定を急いでいる。 

 　疾病管理本部が２１日に発表した「2005年伝染病監視年報」によると、マラリアの発生は2004年まで減少していたが昨年は増加に転じた。2004年には864人だったマラリア患者が昨年は1369人にまで増加。南北休戦ライン付近の西部地域を中心にマラリア患者が増えているとみられる。 

 　また、つつが虫病患者も2004年の4699人から昨年は6780人に増加した。これは秋の平均気温が上昇しているのに加え、疾病媒介のダニに対する個人レベルの対策が不十分なためと考えられる。さらに、人や家畜に伝染するブルセラ症も2000年に法定伝染病に指定された後、畜産業の従業員や食肉処理業者、獣医師などを中心に2003年に16人、2004年に47人、2005年に158人と年々増加している。 

 　疾病管理本部は、ブルセラ症などの人畜共通感染症は何よりも予防が重要だと判断し、農林部と協力して共同予防管理の指針をまとめる方針だ。
　一方、細菌性赤痢やパラチフス、腸管出血性大腸菌感染症、髄膜炎菌性髄膜炎などは減少している。赤痢患者は2003年に1117人だったが、2004年に487人、2005年に317人と大きく減っている。
韓国の感染症発生数(http://dis.cdc.go.kr/eng_statistics/usual_year.asp)の日本との対比

（これは、両国で統計がある主なものです）
疾　　病　　名

韓　　　　国

日　　　　本

２００４年

２００５年

２００４年

２００５年

コレラ

１０人

１６人

８６人

５５人

腸チフス

１７４

１９０

６７

５０

パラチフス

４５

３１

８８

１８

細菌性赤痢

４８７

３１７

５９４

５５７

腸管出血性大腸菌

１１８

４３

３７１５

３５７２

ビブリオバルニフィカス

５７

５７

統計無し

統計無し

ジフテリア

０

０

０

０

破傷風

１１

１１

１０１

１１４

急性灰白髄炎（ポリオ）

０

０

０

０

日本脳炎

０

６

５

７

マラリア

８６４

１３６９

７５

６６

髄膜炎菌性髄膜炎
８

７

２１

１０

レジオネラ

１０

６

１６１

２８０

つつが虫病

４６９９

６７８０

３１３

３４５

レプトスピラ病

１４１

８３

１８

１５

ブルセラ

４７

１５８

０

２

狂犬病

１

０

０

０

デング熱

１６

３４

４９

７３

　韓国に比べ日本の腸管出血性大腸菌、破傷風、レジオネラの発生数が極めて多いです。反対に、マラリア、つつが虫病、ブルセラは韓国が極めて多いです。
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